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した。15 歳から 25 歳の若年群，45 歳から 60 歳の親年代群の計 1500 人に性格測定用に策定した





This study aimed to develop a new version of the Big-Five personality inventory and verify
its reliability and validity, and also examine the age and gender differences by comparing
results from high school students, university students, and their parents’ generation. Fifty
items were administered to 1500 people whose ages ranged from 15 to 25, and 45 to 60 years
old. Then factor analyses were made. 5 items on each factor of Big-Five personalities were
chosen and compared to other two Big-Five personality tests. Although discriminations of
factors were relatively weak, the validity and reliability of this new scale were supported.
高校生･大学生およびその親の年代を対象としたビッグファイブ性格テスト作成の試み 1
＊東海学園大学心理学部心理学科



























で実施された。調査対象者は，男女各 500 名の若年群（15～25 歳）と男女各 250 名の親年代群
（45-60 歳）から構成され，計 1500 名（男性 750 名，女性 750 名）の回答が収集された。回答者の
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るために，小塩他（2012）の TIPI-J の 10 項目（以下，TIPI）および和田（1996）の特性語によ
るBig Five 尺度の 60 項目（以下，特性語BF）を投入した。TIPI は 7 件法（1＝全く違うと思う












（説明率：第一因子 32.9％，第二因子 10.2％，第三因子 10.2％，第四因子 10.2％，第五因子
10.2％）。項目に対するパターン行列を示す（Table 1）。
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一方，それぞれを尺度と見なした場合のα係数は，外向性 .91，神経症傾向 .89，開放性 .84，
勤勉性 .80，協調性 .79 であり，高い一貫性を示した。また，当該項目を除いた合計得点に対する
各項目の相関係数は .51～.80 であった。G-P 分析を行ったところ，すべての項目に高い弁別力
が認められた。α係数が当該項目除外前より増大する項目は見られなかった。これらの結果か



















校（高専）を選択した回答者を高校生群（n＝ 140；男性 76 名，女性 64 名）とし，各種学校・専
修学校，短期大学，大学，大学院を選択した回答者を大学生群（n＝ 332；男性 195 名，女性 137
名）とした上で，45 歳以上の回答者すべてを親年代群（n＝ 500；男性 250 名，女性 250 名）とし
た。高校生群の平均年齢は 16.23 歳（SD＝ 0.92），大学生代群は 20.38 歳（SD＝ 1.82）であっ
た。15～25 歳の回答者（n＝ 1000），特に 18～25 歳の回答者には多くの社会人が含まれていたた
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果のみが有意であった（F(2,966)＝ 8.45，p <.01；ηp2＝.017）。下位検定（Tukey の HSD検定
による；以下同様）の結果，高校生・大学生間に有意な差はなく，これら 2群に較べて親年代群の
得点が有意に低かった。神経症傾向には有意な交互作用は認められず，性の主効果（F(1,966)＝
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Table 4. 分散分析[性の要因（男性・女性）×年代の要因（高校生群・大学生群・親年代群）]の結果





















めに，選択した職業カテゴリによって 18-25 歳の回答者（867 名）を 3群に分類した。まず，前述




等・医療関連）」］を選択した 265 名（男性 128 名，女性 137 名）を「安定した有職者」群とした。
さらに，これら 2群に含まれない回答者［「パート・アルバイト」，「専業主婦・主夫」，「無職」，「そ
の他の職業」のいずれかを選択］である 251 名（男性 97 名，女性 154 名）を「その他」群とした。
回答者の平均年齢は大学生群で 20.27 歳（SD ＝ 1.84），安定した有職者群で 23.22 歳（SD ＝
1.69），その他群で 22.86 歳（SD＝ 1.89）であった。これら 3群の各性格検査の尺度得点の平均
値を示す（Table 5）。
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Table 5. TBF，TIPI，特性語BFの各性格特性における，大学生（S），安定した有職者（W），その
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